
北星館便り 第 64号（2021年 2月） 

ニュース  

【令和 3年 2月の稽古について】 

新型コロナの流行等を鑑みて本年 1月の稽古をお休みとしていますが、全国的な流行及び長崎での急激な

感染拡大を考慮して 2月以降もお休みとすることにしました。 

稽古の再開予定は今のところ未定です。再開時にはまたご連絡いたします。 

稽古を楽しみにしている会員の方には申し訳ありませんが、もうしばらくの辛抱をお願いいたします。   

 

会員投稿 吉田さんからの投稿です 

 新型コロナウィルス感染拡大のため、稽古を自粛しているので、おうち時間が増えています。 

 普段できない断捨離に挑戦しています。これまでにため込んでいた合気道関連の書類も整理しています。 

 紙だとかさばるので、スキャナーでパソコンに取り込み、シュレッダーで処分するのですが、細断ゴミが

大量に出ています。 

 「よくこんなにため込んでいたな・・」「少しずつ整理していっていれば、よかったものを・・・」と 

 自分でも呆れています。 

 いくつかの資料にまぎれて、現在の北星館のもとである「岩屋道場」の開設時※の資料がでてきました。 

  ※ホームページでは平成 14年７月 13日に「長崎北道場」開設となっていますが、 

当時は「岩屋道場」という名称でスタートしています。 

 資料を読み返すと当時のことが思い出されました。あの頃はみんな若く、情熱にあふれていました。 

 今はというとコロナ禍の中で、元気を無くしているのではないかと思います。 

 肉体は衰えても気持ちが衰えなければ、まだまだやれるはずです。 

 開設当時の資料がでてきたのも何かの縁でしょうから、気持ちを新たにして、まだまだ頑張っていこうか

た思った次第です。 

 

編集後記 

新型コロナウィルス感染拡大が止まりませんが、稽古をしている長崎市、長与町では、少し落ち着いてき

ているようにも思えます。 

当会の会員には高齢者の方々も多いため、合気道の稽古となると慎重にならざるを得ません。 

いよいよワクチン接種がはじまろうとしていますので、もう少しの辛抱というところですね。 

これからもコロナに負けずに頑張っていきましょう。 

 

 


